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◇ ホームページ http://www.joubun.net/ ◇                                     第７５号  ２０１９年 ４月１０日発行 

 

昨年度は当センターの事業に対して、様々なご支援を賜り、ありがとうございました。昨年度も色々

なことがありました。 
 

１．平成 30 年 4 月の時点ではすべての職員を配置した状態でスタートしました(正職員 8 名、常勤

嘱託2名、非常勤職員5名)。しかし、年度途中で手話通訳派遣コーディネーター(正職員)が休職

となり、本人の職場復帰を願っていましたが、残念なことに平成31年3 月末に退職することに

なりました。また、ビデオ・施設管理担当職員も平成31年3月末に退職することになりました。

２名の職員募集を行った結果、後任の職員が決まり、無事に平成 31 年度を迎えることができま

した。職員の確保にあたって、多方面にわたりご協力をいただきました。この紙面をお借りし、お

礼を申し上げます。 
 
２．平成31年度は「遠隔機器コミュニケーション支援事業の試行実施」を始めることになり、当セン

ターが受託することになりました。「遠隔機器コミュニケーション支援事業」とは各区役所・支所

に外国語通訳用に配布してあるタブレット端末のSkypeアプリを活用して手話通訳を行うもので

す。試行実施の開始時期は夏から秋頃になる予定です。試行実施であるものの、地域の手話通訳者

派遣事業所(当センター)の職員が公的機関における遠隔手話通訳の担い手でなければならないこ

とを川崎市行政が共感を持って受け止めていただいたことを意味し、大きな前進であると考えま

す。 
 
今年度も引き続き、川崎市行政をはじめ、当事者団体、関係団体等と緊密な連携を図りながら、聴

覚障害者福祉の向上を図るために頑張って参りたいと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 
 

施設長あいさつ 

施設長 尾上 秀夫 

前回のセンターだよりで、センターまつりの開催についてお知らせしました。今回は、１３時～１５時に川崎

市井田老人いこいの家大広間で予定している特別講演会について紹介いたします。 
 

テーマ：聴覚障害者も受けた強制不妊手術とは 

    ～旧優生保護法に基づく強制不妊手術、断種手術、中絶手術の実態について～ 

講 師：弁護士（優生保護法被害弁護団）、筑波技術大学法律学講師 藤木和子氏 
 

旧優生保護法（1948年～1996年）下での強制的な不妊手術等が約1万6500人に実施されたことがマス

コミ等で報道されています。強制不妊手術等を受けた方の中に聴覚障害者も含まれており、一般財団法人全日本

ろうあ連盟の調査では131名の被害者がいることが判明しています（2018年11月30日現在）。 

聴覚障害者が強制不妊手術等の対象となった理由や時代的な背景、今後の取り組み等を話していただきます。

特別講演会には、手話通訳・要約筆記・ヒアリングループがつきます。 

特別講演会のほか、補聴器相談、弁護士相談、医療相談・情報提供コーナー、聴覚障害者福祉機器展、センター

事業・協力団体の展示コーナー、手話・要約筆記体験コーナー、手話ダンス、作品展、災害対策コーナー、バザー、

聴覚障害関係の書籍販売、模擬店を企画しています。授乳・おむつ替え等可能なベビー休憩室もございます。皆

さまのご参加をお待ちしております！ 

日 時：２０１９年５月２６日（日）１０時～１５時 

会 場：川崎市聴覚障害者情報文化センター（２階）、川崎市井田老人いこいの家（１階） 
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● 関東ろうあ者相談員連絡会 ● 

● 川崎とどろきロータリークラブ様からのご寄付 ● 
 

● 補聴器とコミュニケーションの講座 ● 
 

３月８日（金）関東ろうあ者連絡会が開かれまし

た。「余暇活動支援」をテーマとして、各地域で、

どのように聴覚障害者の居場所づくりが行われて

いるか情報交換を行いました。当センターでは、「ろ

う者・難聴者のための健康学習会」から端を発し、

ろう高齢者ミニデイサービス「ななのわ」の活動へ

のつながってきた経過があり、このことについて相

談員から発表しました。すべての聴覚障害者が安心

して、快適に「自分はここにいてもいい」と感じら

れる居場所作り。他地域の取り組みから多くを学ぶ

ことが出来ました。これを地元に持ち帰り、団体の

皆様と共有していきたいと思います。 

平成30年度最後の講座が川崎市国際交流センター

で２月１日、８日、15 日、22 日の４日間開催しま

した。平成30年度は、高津区、多摩区での開催に続

きます。 

多摩区での講座が定員に達し、参加できなかった方

が参加できるように、当初の予定会場より定員人数が

多い国際交流センターの会議室で開催することにし

ました。参加は４日間のべ９７名でした。 

「そろそろ補聴器が必要かな？と思っていた。」「耳

鼻科の先生から補聴器をつけたほうが良いと言われ

ました。」といった方が多く、「説明も難聴者向きに話

してくださるので分かりやすく」今後の参考になった

ようです。 

川崎とどろきロータリークラブ様より、ビブス

１２０着をご寄付いただきました。 

１月２４日（木）には、贈呈式が当センター研

修室にて行われました。 

ロータリークラブ様からのご寄付は２回目と

なります。１回目はゼッケンのご寄付をいただ

き、川崎市総合防災訓練、中原区総合防災訓練、

武蔵小杉駅周辺帰宅困難者訓練などの訓練に、聴

覚障害当事者および支援者が参加する場面で活

用してまいりました。今回は、各区で行われる聴

覚障害者災害訓練の場面でも使えるようにと、関

係団体の皆様からのご意見を頂戴して作成させ

ていただきました。 

訓練時だけに限定せず様々な場面で活用させ

ていただき、聴覚障害についての普及啓発活動を

より一層広げてまいりたいと思います。本当にあ

りがとうございました。 

贈呈式の様子。川崎とどろきロータリークラブ井上様よ

り、当センターの施設長、特定非営利活動法人川崎市ろ

う者協会理事長、特定非営利活動法人川崎市中途失聴・

難聴者協会理事長と共に受け取りました。 
 

● 第３ブロック研修の報告 ● 

2月22日（金）、神奈川県聴覚障害者福祉セ

ンターにて全国聴覚障害者情報提供施設協議会

第 3 ブロック会議が行われました。この会議に

は、関東地区の 10 の聴覚障害者情報提供施設

と東京手話通訳等派遣センターが参加します。 

午前は、全国権利擁護支援ネットワーク代表

の佐藤彰一氏を講師に迎え、「合理的配慮につい

て」の講演。午後は、派遣コーディネートを担う

職員と、施設運営の責任者のグループに分かれ、

情報や意見の交換を行いました。 

福祉機器の紹介では今回初めて、千里福祉情報セン

ターにご協力をいただきました。 

パワーポイントを使っての説明に「福祉機器が多様

にあることを初めて知ることができた」と感じた方が

多かったようです。 

平成31年度は宮前区で初めて開催します。 

※これで市内全区での開催となります。今後もニー

ズの高い、聞こえに悩みをお持ちの市民の方に役立つ

講座を開催してきたいと思います。 
 

※次回の講座の日程 

7/26 8/2 8/9 8/16 毎週金曜 全４回 

午後１時半から３時半 宮前老人福祉センター 

（詳しくはセンターHPやチラシを参照ください。） 
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１２月２０日（木）、特定非営利活動法人全国要約筆記問題研究会より高橋りか氏をお招きして「事例検討

／全体投影編」を実施しました。事例検討の目的を共有したのち、３つの事例について、グループワークを行

いました。３つの課題はどの現場でも起こりうる例ばかりで、グループ発表では高橋氏自らが事例に登場する

参加者になりきり発表者に対応を迫るという一幕もありました。「現場で起きたことはその場で解決する」と

いう言葉がとても印象的で、現場対応力や観察力の大切さを改めて感じることができました。 

 

１月３１日（木）、青山学院大学非常勤講師の勝谷紀子氏をお招きして「対人援助技術」を実施しました。

前半は「難聴と精神的健康」「援助行動」をご講義いただき、後半はミニワークショップを行いました。日常

生活の中で難聴者に出会ったという事例を元にその難聴者の気持ちをどのように考えて接していくかをグ

ループに分かれて考えていきました。要約筆記者ではない自分という派遣現場とは異なるシチュエーション

ながらも、どのグループもその難聴者の気持ちに寄り添うという意見が多かったのが印象的でした。 

● 平成30年度手話通訳者全国統一試験結果報

告と資格認定委員会報告 ● 
 

平成30年12月1日に行われた手話通訳者

全国統一試験の結果を受け、3月9日に手話通

訳者資格認定委員会を開催しました。平成30年

度は受験者12名のうち3名が合格、『手話通訳

者B』として認定されました。今回認定された3

名の方々には、平成31年度4月からの新登録

者研修ののち、川崎市登録手話通訳者としての活

動に加わっていただきます。 

平成30年度手話通訳者全国統一試験の合格率

は、17.93％でした。今回合格とならなかった

● 要約筆記者養成講座終了および 

全国統一要約筆記者認定試験の実施 ● 
 

 平成30年度の要約筆記者養成講座が１月25

日に閉講しました。昨年の５月から９ヶ月間とい

う長丁場の講座です。 

全国的に応募者不足が嘆かれる中、手書きが24

名、パソコンが15名という定員を上回る応募が

ありました。その中で選考会を経て受講が決まっ

た方全員（手書き12名・パソコン８名）が修了

されました。（途中落伍者なし！）これも長丁場の

講座の指導を担った講師の方々のご尽力に尽きる

と思います。 

座学の講義は外部の専門家にお願いしますが、

特定非営利活動法人川崎市中途失聴・難聴者協 

● 要約筆記現任研修報告（12 月 20 日／1 月 31 日） ● 

● 手話の養成講座 基礎編（奉仕員養成）、 

通訳Ⅰ・通訳Ⅱ（通訳者養成）が終わりました ● 
 

平成30年7月に開講した手話奉仕員養成講座＜基

礎編＞は中原区コースが2月20日、麻生区コースが

2月23日に閉講し、合わせて31名の方が修了され

ました。手話通訳者養成講座＜通訳Ⅰ＞は3月2日に

13名の方が、＜通訳Ⅱ＞は12月17日に14名の

方が修了されました。 

どの講座も長期間の講座。通っている間は手話の難

しさ、通訳の難しさに落ち込む日もあったとアンケー

トにありますが、みなさん笑顔でろう者から修了証を

受け取られていました。平成31年度、次の課程に進

まれる方、少し休憩される方、それぞれだと思います

が、ご自身のペースで手話の学習を続けていただけれ

ばと思います。 

平成31年度の各養成講座は随時川崎市聴覚障害者

情報文化センターのホームページでご案内しておりま

す。チラシは各手話サークル、各区福祉パル、区役所

等にお配りしますのでご参照ください。 

会、川崎市登録要約筆記者協会の講師の方々には

事前準備、教材の吟味など講座の時間以外も余念

なく取り組んでいただきました。また独自に実施

している、『筆談おしゃべりタイム』では難聴者の

方との交流をはかっていただき利用者への理解が

深まったのはないでしょうか。 

講座を修了した20名が２月17日に全国統一

要約筆記者認定試験を受験しました。合格率２～

３割の難関試験です。当日残念ながら２名の欠席

がありましたが18名が試験に挑戦。手書き・パ

ソコンともに５名ずつの合格者が出ました。全国

と比較しても高い合格率です。新しく仲間となる

新登録者の活躍に期待します。 

皆様も、ろう協の行事や

手話サークル活動等を通

じてろう者の手話に触

れ、再び試験に挑戦して

くださることを願ってい

ます。 
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２０１９年４月 

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30     
 

２０１９年５月 

日 月 火 水 木 金 土 

   1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 31  

※5/2は日曜日と同じで9時～17時開館となります。 
 

２０１９年6月 

日 月 火 水 木 金 土 

      1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30       
 

２０１９年7月 

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31    

 

ビデオ通信 ６９ 

●センターよりお知らせ 
 

貸出ベスト５ 

（平成３１年１月１日から平成３１年３月１５日現在） 

順位 ジャンル別 本数 

１位 センター制作分 １10本 

２位 教育・教材 2本 

２位 手話 2本 

３位 みるっく 1本 

３位 CS放送 1本 
 
●データ紹介 

（平成３１年１月１日から平成３１年３月１５日現在） 

 １月 ２月 ３月 合計 

来所者数 1,184 1,183 475 2,842 

ビデオ 
貸出数 

46 52 18 116 

(42) (51) (17) (125) 
※ビデオ貸出数の下の（ ）内の数は、センター制作分の貸出数です。 
 

＜休館日のお知らせ＞ 

休館日は毎週月曜日と祝祭日です。 

月曜日が祝祭日の場合は、翌日の火曜日も 

休みとなります。（   休館日） 

 
ツイッター 時々つぶやいてます☆ 

https://twitter.com/DKawasakiJoubun 
フェイスブック    

https://www.facebook.com/Dkawasakijoubun 

【編集後記】 

４月と言えば、桜。当センターの最寄り駅は東横

線元住吉駅なのですが、近くにお花見スポットが

結構あります。まず、渋川から始まり井田公園、平

和公園、二ヶ領用水(今井橋）など。渋川沿いは仕

事帰りに寄り道がてら通ったことがありますが、

ほの暗い川の水に桜の花びらが照明で浮かび、ま

わりの満開の桜と水面とのコントラストが綺麗で

心が洗われるようでした。今回でこの後記が最後

となります。長らくお世話になり、どうもありがと

うございました。          （Ｏ.Ｓ） 

●自主制作ビデオが完成しましたので、ライブラリーにて陳

列しています。 

 聴覚障害者福祉講座、手話奉仕員・手話通訳者養成講座講

義分、ろう者・難聴者のための健康学習会、聴覚障害者生

涯学習講座など。 
 

●平成31年度後期聴覚障害者向け映像ライブラリー事業の

DVDが納品されてきました。ラインナップは以下の通り

です。 

 ハートネット TV シリーズ／ろうを生きる難聴を生きる

NHK高校講座／金曜ドラマコウノドリ／ 

【映画】生きる／【映画】用心棒／ 

【映画】八つ墓村／今日の健康など 


